
令和６年度 且格小学校評価アンケート（結果）

保護者（当てはまる・どちらかというと当てはまる）

1 子どもは、学校へいくことを楽しみにしている。 84

2 子どもは、授業が楽しくわかりやすいと言っている。 80

3 子どもは、英語の学習に興味をもち、楽しいと言っている。 65

4 子どもは、タブレット端末を適切に使って学習している。 86

5 子どもは、家庭学習に進んで取り組んでいる。 65

6 子どもは、家庭で読書に親しんでいる。 42

7 子どもは、学校の様子などについて、家庭で話してくれる。 84

8 子どもは、家庭や地域で元気にあいさつをしている。 85

9
子どもは、挑戦をしたり、失敗してもあきらめずに取り組んだり

している。
80

10
子どもは、家庭で、手伝いや掃除、部屋の整理整頓など家族

のために行っている。
72

11
子どもは、家庭や地域で、思いやりのある行動や言葉遣いを

している。
86

12
学校は、学校だよりや学級通信、ホームページ等、学校の教

育方針や子どもの様子について分かりやすく伝えている。
97

13
学校は、いじめ防止基本方針に沿っていじめの未然防止に努

めたり、早期発見・早期解決に向けて取り組んでいる。
94

14 学校は、命の尊さや心を育む教育に取り組んでいる。 94

15
学校は、一人一人の子どもに学力が身に付くように努めてい

る。
94

16
学校は、子どもの健康や安全に関する指導や啓発を適切に

行っている。
98

17
学校は、家庭と適切に連絡を取ったり、悩みや相談に丁寧に

応じたりしている。
97

18
学校は、家庭や地域と連携し、緊急時の情報発信や非常時

を想定した訓練等を行い、子どもの安心安全に努めている。
98

19
学校は、子どもたちが安心安全にすごせるように設備や環境

を整えている。
94

20
家庭では、子どもの話をよく聞いたり、よいところや頑張って

いるところを褒めたりしている。
95

子ども（当てはまる・どちらかというと当てはまる）

1 私は、学校へ行くことが楽しみである。 84

2 私は授業がよく分かり、楽しい。 85

3 私は、英語で話したり、活動したりすることが楽しい。 75

4
私は、タブレット端末で、よりよく調べたり、まとめたり、学んだ

りしている。
94

5 私は、計画を立てて家庭学習に取り組んでいる。 80

6 私は、本を読むことが楽しい。 84

7 私は、学校の様子について家で話をしている。 78

8 私は、学校か家庭、地域で元気に挨拶をしている。 81

9
私は、自分から取り組んだり、最後まであきらめずに取り組ん

だりしている。
89

10
私は、学級や学校の仲間のために、係活動や当番、委員会、

掃除に責任をもって取り組んでいる。
92

11
私は、学校、家庭、地域で、温かい言葉遣いや行動をしてい

る。
87

12
私は、やさしく、かしこく、たくましく　の目標を目指して生活して

いる。
86

13
私は、いじめがおきない学級や学校になるように、がんばって

いる。
92

14
私は、自分の命も、周りの命も傷つけないように、人を思い

やって過ごしている。
94

15
先生は、分かるようになるまで丁寧に教えてくれる。また、自

分にあった方法で、できるようになっている。
95

16 先生は、健康で安全に過ごすことができるようにしている。 96

17 先生は、悩みや相談事を聞いてくれ、丁寧に応じてくれる。 97

18
先生は、命を守る訓練を通して、自分の命を守ることができる

ようにしている。
97

19
先生は、私たちが学びやすく過ごしやすい環境となるようにし

ている。
96

20
お家の人は、私の話をよく聞いたり、認めたり、励ましたりして

くれる。
96

＜今年度を踏まえた次年度の方向＞
★今年度は、「やってみよう」を合言葉に、“毎日が新しい！今日はどんな自分になろうかな“と子どもがわくわくし
た気持ちで新たな自分づくりに取り組む教育に努めて参りました。人が人の世を創ることを踏まえ、生命の尊厳を
大切にした教育の醸成はもちろんのこと、子どもたちが、学んでよかったと実感できる将来に役立つ授業の充実を
図って参ります。特に、いじめ問題は人として生きていく上で重要な課題と考えます。いじめ対策監を中心に年間
を通じて取組みを行うとともに、人権啓発活動や、考え議論する道徳の授業等、全教育活動を通じて温かい心を育
み、よりよい生き方の選択や望ましい人間関係を築くことができるように努めて参ります。
★岐阜市全体で取り組んでいる「GifuMIRAI’ｓ」など生活科や総合的な活動の時間を通じて、岐阜市や地域の人・も
の・ことに触れ、豊かな生き方を見いだすことのできる教育活動に取り組んで参ります。
★社会の課題に立ち向かう力を身に付けるためには、身近な社会に関心をもち、課題を発見し、自ら身に付けた知
識や技能を使いながら、よりよく解決していく経験を増やしていくことが必要となります。生活の多くを占める授
業において、子どもが主体的でかつ仲間と関わり合い、よりよく解決していくことができるよう、授業改善を行い、
学校教育目標の「やさしく・かしこく・たくましく」を具現できるよう努めて参ります。
★学校での学びや生活を家庭においても反映していくことができるよう、家庭と連携を深めながら、お子様の成長
につながるように工夫するとともに、さらに、学校が楽しいところになるよう努めて参ります。

＜子ども評価＞
・生命の尊厳を理解し、人を思いや
る生活をしようと多くの子どもたち
が努めていることや、自分なりの方
法で学んだり、タブレット端末を活
用して効果的に学んだりしているこ
とが分かりました。読書も多くの子
が親しんでいることが分かりました。
新しい自分づくりに取り組む意欲も
高まってきました。
・学校が楽しみをもっと伸ばすため
に、英語学習をはじめ、主体的な学
びや心の醸成を図り、楽しかったこ
とを家族に話せる子どもを育てたい
と考えました。

＜保護者評価＞
・命の尊厳の理解をはじめ、学校の
経営方針をご理解いただきながら、
家庭と連携して子どもの育成をする
ことができました。特に、挨拶が昨
年度より１０％伸ばすことができま
した。また、学業指導やICTを活用し
た学びについても高く評価していた
だきました。
・学校が楽しみであるという回答が
もっと増えるよう、外国語学習も含
め楽しい授業を行うこと、互いのよ
さを認め励ます教育の必要性も分か
りました。また、もっとやりたいと
思って家庭学習や読書、手伝いがで
きる子どもにしたいと考えました。


